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研究成果の概要（和文）：プラザ合意以降の円高局面で日系企業はアジアに大挙進出し、広域での生産体制を確立する
ことにより、｢世界の工場・アジア｣を実現した。日本ではそのおかげで、空洞化の進行が著しくなった。こうしたサプ
ライチェーンは、アジア各国の産業の高度化により、労働集約的工程が賃金の安い国に移転、高度化を達成した国では
、日本と同じように空洞化が発生することとなった。こうした経緯を貿易データで丁寧に跡づけたのがこの研究である
。興味深い発見は、2011年の自然災害でサプライチェーンが寸断され、復興はもとに戻る形をとらなかったこと、そし
て外国人労働の活用により、空洞化を避けるということもアジアでは起こっていることである。

研究成果の概要（英文）：The Plaza Accord resulted in acute yen appreciation, which forced Japanese 
manufactures invest in Asia. By establishing the Asia region-wide production system World Factory Asia 
became realized. Japan, in turn, suffered from hollowing seriously. These supply chains have been 
developing in such a way that Asian countries succeeding industry upgrading. The labor intensive 
processes have been shifted to low wage countries, which might enhance hollowing in the countries 
upgrading. This research verifies such movements by analyzing detailed trade statistics. Interesting 
findings include the followings. Once supply chains were cut by natural disasters, the chains became 
different somewhat after full recovery. In Asia there is a measure to avoid hollowing, i.e., employment 
of foreign cheap labors.

研究分野：開発経済学、アジア経済

キーワード： GVC　空洞化　比較優位　FTA　スマイルカーブ
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１．研究開始当初の背景 
(1) 日系企業は1980年代以降中国を中心にそ
の他アジア諸国に大挙進出し、アジア諸国は
それまでの輸入代替工業化から輸出志向工業
化を図るためそれを歓迎し、アジア地域全体
が｢世界の工場｣になる礎を築いた。サプライ
チェーンがアジアの広域に拡大したわけだが、
その一方で日本国内では空洞化が雇用に深刻
な影響を及ぼし始めていた。アジアのそれま
での発展は赤松要の雁行形態論を地で行くよ
うなものであった。例えば繊維・衣料では、
まず日本が輸出産業に育て上げたが、その後
を追って中国が競争力を持ち、次にベトナム
というように比較優位構造が変化していった。
おおむねこの様相は他の産業でも同様に変化
してきた。こうした変化のあおりで競争力を
保つために低賃金のアジアに日本企業は進出
し、それまで生産をしていた日本の工場は減
産、雇用減少、空洞化に至った。 
 
(2) このことをアジアの立場から考えると、
当然、アジアにも産業の高度化が起こる。そ
うすると日本で起こった空洞化が起こるはず
で、そこを調査研究する必要があると考えた。
さらにいうならアジアの場合の空洞化は多国
籍企業が立地を変えるということで起こりう
るので、事態は一層深刻となる。 
 
(3) 2011 年に東日本大震災、タイの大洪水と
いう自然災害が、世界のサプライチェーンを
揺るがした。生産の復興過程に伴い、中間財
の輸入先が結構な大きさで変更を余儀なくさ
れている。それがどのような規模で、どう起
こっているかを正確に把握する必要も感じた。
これらが研究を開始し始めた当初の背景であ
る。 
 
２．研究の目的 
(1) 産業発展の雁行形態論と同様、空洞化も
雁の先頭から順に後部へと移っていく可能性
が高い。こうした空洞化の現状、輸出志向の
行き過ぎを詳細に検証することは、今後のア
ジアを考える上急務である。これまでの輸出
志向工業化では、そのプラスの側面ばかりが
強調されてきた嫌いがあるし、昨今の経済危
機は輸出志向工業化の脆弱性を露呈した。ア
ジア諸国はこの工業化戦略の結果、欧米を市
場としたサプライチェーンを形成し、欧米が
こけるとアジア諸国すべてが不況に陥るとい
う構造を作り出したのである。まず、この事
実を丁寧な統計分析で浮かび上がらせる。 
 
(2) アジア諸国はサプライチェーンのアップ
グレーディングをひとつの産業政策として取
り入れている。アップグレーディングはそれ
までの労働集約的財の生産を縮小させ、そこ
に空洞化が発生する。空洞化雁行形態の出現

である。これを統計分析で実証することも目
的のひとつである。 
 
(3) 2011 年に発生した東日本大震災、タイの
大洪水は世界のサプライチェーンに深刻な影
響を与えた。その影響を UNCOMTRADE の詳細な
相手国別貿易統計を用いてトレースし、サプ
ライチェーン断絶のインパクト、リカバリー
の様相を分析する。 
 
３．研究の方法 
(1) 日本企業の海外進出に関する資料収集、
調査。 
 
(2) 日系企業の海外工場現地訪門調査。タイ
の T社、D社、K社。インドネシアの Y社、ベ
トナムの I社、マレーシアの P社など。業種
も電気電子、トラクター、オートバイ、商社
など多岐にわたる業種を選択。 
 
(3) 詳細な産業分類による 2カ国貿易データ
を得ることが可能なUNCOMTRADEを使っての研
究。統計を抽出し、整理、統計分析により、
日本とアジアの比較優位の推移を明らかにす
るともに、2011 年二つの自然災害がもたらし
た中間財輸入パターンの変化を明らかにする。 
 
(4) OECD の付加価値貿易のデータを利用して
アジアのサプライチェーンの実態を統計分析
により浮き彫りにする。 
 
４．研究成果 
(1) 現地調査では多くの知見を得た。最も
ショッキングなものは、マレーシアの P社の
工場調査で、サプライチェーンはモデュール
の生産をアジア各国で行い、中国等でアセン
ブルすることで成立しているが、TV 生産をす
るこの工場ではICチップなどをはじめとして
すべて一貫生産をしているという事実であっ
た。これは技術の漏洩を最小限に留めること
が目的であるが、時代を逆行している感が否
めない。また空洞化の議論を再考しないとい
けない発見もあった。それはこの工場ではネ
パール人やパキスタン人などを未熟練労働と
して雇用、マレーシア人は開発部門や管理部
門に集中している。すなわち労働コストの上
昇により空洞化は起こらないこともあること
を示唆している。 
 
(2) Y 社については部品をほぼ進出国内で調
達しているという事実も新しい発見であった。
D社や K社については、予想通りで、タイの
洪水で生産が不可能となった部品は中国やイ
ンドネシアの自社工場から調達したという。
中小企業では、機械類はすべて中古のものを
もってきて使っていることも確認できた。つ
まり新たな事業展開というよりか、日本での
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